
第５編　給　与

　第１章　報酬・費用弁償

　○中濃地域広域行政事務組合議会議員の議員報酬及び費用弁償並びに監査委員等の報酬及び費用弁償に関する条例

　（昭和４６年５月１７日中濃地域広域行政事務組合条例第４号）

改正　平成　２年　３月２８日　条例第１号

　　　　　 　平成　３年１２月２６日　条例第１号

　　　　　 　平成１１年　７月２７日　条例第５号

　　　　　 　平成１４年　３月２７日　条例第３号
　　　　　 　平成１８年　３月２８日　条例第１号
　　　　　　 平成２０年１２月２６日　条例第１号

　　　　　　 平成２３年　３月２５日　条例第１号

　　　　　　 平成２６年　３月２７日　条例第１号
　　　　　　 平成２８年　３月２４日　条例第1号

　（趣旨）

第１条　この条例は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２９２条において準用する同法第２０３条及び第２０３条の２の規定に基づき、本組合の議会議員（以下「議員」という。）の議員報酬（以下「議員報酬」という。）及び費用弁償並びに監査委員、公平委員会委員、介護認定審査会委員及び障害支援区分判定審査会委員（以下「監査委員等」という。）の報酬（以下「報酬」という。）及び費用弁償の額並びにその支給方法に関し、必要な事項を定めるものとする。

　（議員報酬及び報酬）

第２条　議員報酬及び報酬の額は、別表のとおりとし、議員報酬にあっては関市議会議員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例（昭和４２年関市条例第２号。以下「議員報酬条例」という。）の例により、報酬にあっては関市非常勤の特別職職員の報酬及び費用弁償に関する条例（昭和４２年関市条例第３号。以下「特別職職員報酬条例」という。）の例により、それぞれ支給する。

　（費用弁償）

第３条　議員が公務のため旅行したときの費用弁償の額及び支給方法は、議員報酬条例の例により支給する。

２　監査委員等が公務のため旅行したときの費用弁償の額及び支給方法は、特別職職員報酬条例の例により支給する。
３　前２項の規定にかかわらず、監査委員が監査のために出務したときの費用弁償は、１日につき１，０００円とする。
　　　附　則

　この条例は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成２年３月２８日条例第１号）

　この条例は、平成２年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成３年１２月２６日条例第１号）

　この条例は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成１１年７月２７日条例第５号）

　この条例は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成１４年３月２７日条例第３号）

　この条例は、平成１４年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成１８年３月２８日条例第１号）（抄）

　この条例は、平成１８年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２０年１２月２６日条例第１号）

　この条例は、公布の日から施行する。

　　　附　則（平成２３年　３月２５日条例第１号）

　この条例は、平成２３年４月１日から施行する。

　　　附　則（平成２６年　３月２７日条例第１号）

　この条例は、平成２６年４月１日から施行する。
　　　附　則（平成２８年３月２４日条例第１号）

この条例は、平成２８年４月１日から施行する。

別表（第２条関係）

　その１

	職名
	区分
	議員報酬（円）

	議員
	年額
	８，０００

	
	
	


　その２
	職名
	区分
	報酬（円）

	監査委員
	議員の中から選任された委員
	年額
	２３，０００

	
	識見を有する者の中から選任された委員
	年額
	３３，０００

	公平委員会委員
	日額
	８，０００

	行政不服審査会委員
	日額
	６，５００

	介護認定審査会委員
	予算の範囲内で管理者が定める額

	障害支援区分判定審査会委員
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